
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思いやり週間 

２年１組 S.  I 

「家ぞくはチームみたい。」とゆみが言ったことにさんせいです。

せいべつとか、かんけいありません。たすけ合い、がんばりあって、

自分でやれるものはやることが大切だとかんじました。 

 

２年２組 S. Y 

おかあさんとおとうさんは、家でもたいへんなしごとを、家ぞく

のためにやっているのだなとかんじました。ぼくもこれからは、お

手つだいをしようと思います。 

 

２年３組 Y. T 

家ぞくが本当に大へんでこまったときに、たすけ合うことが大切

だと分かりました。今どは、いそがしそうなときは手つだってあげ

ようと思いました。これからも、家ぞくを大じにします。 

５年１組 T. A 

いじめにあったら、今日学んだように、にげないで、立ち向かう勇気

をもって、なぜいじめるかを聞いてみるようにしたいです。そして、

家族や先生、友達などに相談できるようにしたいです。 

 

５年２組 K. S 

私も、昔、何度か人にいやなことをされていました。でも、私には、

人に言う勇気がなくて、いつもずっとがまんして、だれかが気づいて

くれて、かい決していました。でもこれからは、勇気をもって人に相

談して、もしやられている人を見たら、勇気をもってやっている人を

注意したいと思いました。 

 

５年３組 H. O 

今日の授業で、いじめに立ち向かうには、だれかに相談し、相手に気

持ちを伝える勇気が必要だと思いました。これから、もしいじめられ

ている人がいたら助けたいし、自分がいじめられたら、だれかに相談

して解決したいです。立ち向かう勇気が、ぼくには必要だと思いまし

た。 

１年１組 S. M 

かぞくはだいじだとおもいました。これからも、お手つだいをい

っぱいやって、いいかぞくになりたいです。 

 

１年２組 Y. M 

かぞくできょう力して、おかいものやせんたくものをしていて、

すごいなとおもいました。かぞくのだれかがこまっているときに、

みんなで力をあわせてがんばっていたので、わたしも、おうちの手

つだいをしていこうとおもいます。 

 

１年３組 W. Y 

おかあさんのおりょうりがおいしくて、おかあさんのきもちがつ

たわってきました。わたしも、おりょうりのお手つだいをがんばり

たいです。 

12 月４日から８日まで、思いやり週間として、人権について

考える取組をしました。その中で、全国人権擁護委員連合会から

いただいた「種をまこう」という小冊子を活用し、道徳の授業を

行いました。その感想の一部を紹介します。 

３年１組 H. M 

体の不自由な人に対して、何でもしてあげるというのではなく、

自分でできそうなことは、おうえんしてあげて、一人でできること

を、ふやしてあげることも大切なんだと思いました。 

 

３年２組 K. K 

体の不自由な人たちには、やさしくするのはあたりまえだけど、

何でもやってあげるのではなく、本当にこまっているときに、たす

けることがたいせつだと思いました。 

 

３年３組 Y. A 

体の不自由な人は、自分がやりたいことがあってもできないこと

がある。だから、まわりの人や自分が、体の不自由な人に手だすけ

をすることがたいせつだと、わたしは思った。 

４年１組 S. R 

ぼくがまゆみさんだったら、勇気を出して、「無視してはいけない

よ。」と言いたいです。それでもだめなら、自分だけでも無視をしない

ようにしたいです。ぼくは、みんなと仲よくできるように、していき

たいです。 

 

４年２組 M. N 

私も前、「○○さんといっしょに遊ばないようにしよう。」と言われて、

とてもまよいました。でも、「みんなで遊んだほうが、楽しいと思う。」

と言いました。すると、友達は「そうだね。」と言ってくれてよかった

です。これからも自分の考えをはっきり言う、そんな人になりたいで

す。 

 

４年３組 M. S 

私は、真由美さんは、３人で話し合った方がいいと思いました。なぜ

なら、すぐかいけつできるからです。ラインは、相手の気持ちがあま

り分かりません。もし、いじめとかになったら、話し合えばかいけつ

に少しでも近づけると思います。 

６年１組 S. A 

「人権」一口に言うと簡単な言葉だけど、自由、幸せ、楽しくなど、

いろいろなことが人権に関係があることが分かった。人権は、人が楽

しく生きる権利だけでなく、人が人らしく生きる権利のこと。自分と

ちがうから、受け入れないではなく、自分とちがうから受け入れて、

自分とちがう意見や外見を認めれば、人権は守れると思った。 

 

６年２組 K. N 

私は、スマートフォンの機能が便利になっていく一方で、この話の

ようなことが増えていくと思いました。本当の気持ちを伝えたいとき

は、おたがいの顔を見て、声を聞いて話すことが大切なんだと思いま

した。また、このようなことが起きないようにするために、自分たち

でルールを決めたり、話し合ったりできると思いました。そうすれば、

ネット上でのいじめやいやがらせなどを、減らしていけるのではない

かと思いました。 

 


